
　今年も稚アユが大きくなるために吉井川をのぼる時期になりました。
　今年は、岡山県農林水産総合センター水産研究所さんの調査で、坂根堰より約10km下流の鴨越堰
に約3000匹の稚アユに目印を付けて放流し、稚アユがのぼる様子などを調べることになりました。
　そこで、今回は天然の稚アユや目印を付けた稚アユを坂根堰の周辺で捕らえることで、どのくら
いの時間をかけ、どの程度の数がでやってくるのか調べます。

　坂根堰の周辺にしかけた定置網に目印の付いた稚アユが捕れた時期や数を調べることで、鴨越堰
から坂根堰までの移動時間や、どれくらいの数のアユがのぼれたのかがわかります。
　　（捕らえた稚アユたちは逃がします）

鴨越堰（河口から7.4km）

坂根堰（河口から17.4km）

昨年の遡上状況

使用する定置網

魚道の出口にしかけた網で捕れえたアユを数え
ることで、アユがのぼれているかを調べます

坂根堰魚道遡上調査とは
　坂根堰には両岸に魚やカ
ニなどが自由に移動できる
よう『魚道』という施設が
あります。
　この魚道を魚たちがのぼ
っているか、移動しやすい
かを、網やビデオカメラを
仕掛け、魚の数や魚の動き
を調べることです。

予定
鴨越堰から放流する日　　５月７日
坂根堰にのぼってくる時期　５月９～１２日ごろ
　※天候により時期がずれる場合があります。

今年も坂根堰を稚アユがのぼるか調べます
（坂根堰魚道遡上調査をおこないます）

http://www.cgr.mlit.go.jp/okakawa/jimusho
/kouhoushi_sakane/ko_dayori_menu.htm


